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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 12月 1日 (2007.12.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】  米 ぬ か か ら 得 ら れ る 脱 脂 ぬ か と 、 熱 硬 化 性 樹 脂 を 混 合 し て 混 錬 し 、 不 活 性
ガ ス 中 ７ ０ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ０ ℃ で 一 次 焼 成 し た 後 、 １ ０ ０ メ ッ シ ュ 以 下 に 粉 砕 し て 炭 化 粉 末
と し 、 当 該 炭 化 粉 末 と 熱 硬 化 性 樹 脂 を 混 合 し て 混 錬 し 、 圧 力 ２ ０ ～ で 加 圧 成
形 し た 後 、 成 形 体 を 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 で 再 び １ ０ ０ ℃ ～ １ １ ０ ０ ℃ で 熱 処 理 し た 多 孔 質
ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
【 請 求 項 ２ 】  熱 硬 化 性 樹 脂 が 、 フ ェ ノ ー ル 系 樹 脂 、 ジ ア リ ー ル フ タ レ ー ト 系 樹 脂 、 不 飽
和 ポ リ エ ス テ ル 系 樹 脂 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 系 樹 脂 、 ト リ ア ジ ン 系 樹 脂 か ら 選 ば
れ る 1種 又 は ２ 種 以 上 で あ る 請 求 項 １ 記 載 さ れ た 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
【 請 求 項 ３ 】  脱 脂 ぬ か と 熱 硬 化 性 樹 脂 の 混 合 割 合 が 、 重 量 比 で 、 ５ ０ ～ ９ ０ ： ５ ０ ～ １
０ で あ る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
【 請 求 項 ４ 】  炭 化 粉 末 と 熱 硬 化 性 樹 脂 の 混 合 割 合 が 、 重 量 比 で 、 ５ ０ ～ ９ ０ ： ５ ０ ～ １
０ で あ る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か ひ と つ に 記 載 さ れ た 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体
用 材 料 。
【 請 求 項 ５ 】  炭 化 粉 末 の 粒 径 が ５ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｍ で あ る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず
れ か ひ と つ に 記 載 さ れ た 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
【 請 求 項 ６ 】  脱 脂 ぬ か と 混 合 す る 熱 硬 化 性 樹 脂 が 液 体 状 で あ り 、 炭 化 粉 末 と 混 合 す る 熱
硬 化 性 樹 脂 が 固 体 状 で あ る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ の い ず れ か ひ と つ に 記 載 さ れ た 多 孔 質
ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
【 請 求 項 ７ 】  炭 粉 末 の 一 部 を Si 3 N 4 ,ZiO 2 ,Al 2 O 3 ,SiC,BN,WC,TiC,サ イ ア ロ ン か な ら る 群
れ よ り 選 ば れ る セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 で 置 き 換 え る
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請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か ひ と つ に 記 載 さ れ た 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
【 請 求 項 ８ 】  炭 粉 末 と セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 の 比 が 、 重 量 比 ５ ～ ９ ５ ： ９ ５ ～ ５ で あ る 請
求 項 ７ 記 載 の 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
 
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】 本 発 明 は 、 ベ ア リ ン グ 転 動 体 に 適 し た 多 孔 質 材 料 に 関 し 、 よ り
詳 し く は 、 米 ぬ か か ら 得 ら れ る 脱 脂 ぬ か と 、 熱 硬 化 性 樹 脂 を 混 合 し て 混 錬 し 、 不 活 性 ガ ス
中 ７ ０ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ０ ℃ で 一 次 焼 成 し た 後 、 １ ０ ０ メ ッ シ ュ 以 下 に 粉 砕 し て 炭 化 粉 末 と し
、 当 該 炭 化 粉 末 又 は 炭 化 粉 末 と セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 と 熱 硬 化 性 樹 脂 と を 混 合 し て 混 錬 し 、 圧
力 ２ ０ ～ ３ ０ で 加 圧 成 形 し た 後 、 成 形 体 を 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 で 再 び １ ０ ０ ℃ ～
１ １ ０ ０ ℃ で 熱 処 理 し た ベ ア リ ン グ 転 動 体 に 適 し た 多 孔 質 材 料 に 関 す る 。
 
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 本 発 明 者 は 、 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 米 ぬ か か ら 得 ら れ る 脱 脂
ぬ か と 、 熱 硬 化 性 樹 脂 を 混 合 し て 混 錬 し 、 不 活 性 ガ ス 中 ７ ０ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ０ ℃ で 一 次 焼 成
し た 後 、 １ ０ ０ メ ッ シ ュ 以 下 に 粉 砕 し て 炭 化 粉 末 と し 、 当 該 炭 化 粉 末 と 熱 硬 化 性 樹 脂 を 混
合 し て 混 錬 し 、 圧 力 ２ ０ ～ ３ ０ で 加 圧 成 形 し た 後 、 成 形 体 を 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 で 再
び １ ０ ０ ℃ ～ １ １ ０ ０ ℃ で 熱 処 理 し た 焼 成 し た と こ ろ 多 孔 質 材 料 が 得 ら れ 、 当 該 多 孔 質 材
料 が ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 と し て 理 想 的 な 特 性 を 有 す る こ と を 見 出 し た 。 す な わ ち 、 上
記 の 多 孔 質 材 料 は 、 成 形 時 寸 法 と 仕 上 が り 時 の 寸 法 収 縮 比 率 が ３ ％ 以 下 と 小 さ く 、 油 保 持
が １ ３ ｗ ｔ ％ 、 体 積 抵 抗 率 ４ ． ８ ５ × １ ０ － ３ Ω cm、 密 度 が １ ． １ ～ １ ． ３ ｇ ／ ｃ ｍ ３ で
あ り 、 高 温 焼 成 す れ ば 、 ビ ッ カ ー ス 硬 度 も ３ ０ ０ ～ ６ ０ ０ 以 上 の も の が 得 ら れ 、 し か も 摩
擦 係 数 が 約 ０ ． １ ５ 程 度 の も の が 得 ら れ た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
脱 脂 ぬ か と 熱 硬 化 性 樹 脂 の 混 合 割 合 は 、 重 量 比 で 、 ５ ０ ～ ９ ０ ： ５ ０ ～ １ ０ で あ る が 、 好
適 に は ７ ５ ： ２ ５
が 用 い ら れ る 。 こ こ で 用 い ら れ る 熱 硬 化 性 樹 脂 は 、 比 較 的 分 子 量 が 小 さ い 液 体 状 の も の が
望 ま し い 。 一 次 焼 成 温 度 は 、 ７ ０ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ０ ℃ で あ り 、 通 常 は ロ ー タ リ ー キ ル ン が 用
い ら れ 、 焼 成 時 間 は 約 ４ ０ 分 か ら １ ２ ０ 分 で あ る 。 一 次 焼 成 し た 炭 化 粉 末 と 熱 硬 化 性 樹 脂
の 混 合 割 合 が 、 重 量 比 で 、 ５ ０ ～ ９ ０ ： ５ ０ ～ １ ０ で あ が 、 好 適 に は ７ ５ ： ２ ５
が 用 い ら れ る 。 一 次 焼 成 し た 炭 化 粉 末 と 熱 硬 化 性 樹 脂 の 混 錬 物 は 、 加 圧 成 形 時 の 圧 力 は 、
２ ０ ～ ３ ０ で あ り 、 好 適 に は ２ ２ ～ ２ ５  が 用 い ら れ る 。 金 型 の 温 度 は 約 １ ５ ０
℃ が 好 ま し い 。 熱 処 理 温 度 は 、 １ ０ ０ ℃ ～ １ １ ０ ０ ℃ で あ り 、 通 常 は 充 分 に コ ン ト ロ ー ル
さ れ た 電 気 炉 で 行 う 。 焼 成 時 間 は 約 ６ ０ 分 か ら ３ ６ ０ 分 で あ る 。 本 発 明 の 多 孔 質 ベ ア リ ン
グ 転 動 体 用 材 料 は 、 高 温 度 の 熱 処 理 を す る と 多 孔 質 と な る た め に ビ ッ カ ー ス 硬 度 は 、 非 常
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に バ ラ つ く が 、 お お よ そ の 傾 向 と し て 焼 成 温 度 と 関 連 し て い る 。 １ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ℃ 程 度 の
温 度 で 熱 処 理 し た も の は 、 機 械 的 な 特 性 が 良 い 。 １ １ ０ ０ ℃ 以 上 で も 、 逆 に ビ ッ カ ー ス 硬
度 が 小 さ い も の が 得 ら れ 、 と し て は ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 適 し て い な い 。 焼 成 温 度 ま で
の 昇 温 速 度 は 、 ５ ０ ０ ℃ ま で は 比 較 的 穏 や か に 上 げ る こ と が 要 求 さ れ る 。 具 体 的 な 数 値 で
云 う と 、 ０ ． ５ ～ ２ ℃ ／ 分 で あ り 、 好 ま し く は １ ℃ ／ 分 で あ る 。 ま た 、 焼 き 上 げ た 後 、 温
度 を 下 げ る の に は 、 ５ ０ ０ ℃ ま で は 比 較 的 穏 や か に 下 げ る こ と が 要 求 さ れ る 。 ５ ０ ０ 以
下 に な る と 自 然 放 冷 す る 。 具 体 的 な 数 値 で 云 う と 、 ０ ． ５ ～ ４ ℃ ／ 分 で あ り 、 好 ま し く は
１ ℃ ～ ２ ℃ ／ 分 で あ る 。 ま た 、 不 活 性 ガ ス は 、 ヘ リ ウ ム 、 ア ル ゴ ン 、 ネ オ ン 、 窒 素 ガ ス ど
れ で も 良 い が 、 好 適 に は 窒 素 ガ ス が 用 い ら れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を ま と め る と 、 以 下 の と お り で あ る 。
（ １ ）  米 ぬ か か ら 得 ら れ る 脱 脂 ぬ か と 、 熱 硬 化 性 樹 脂 を 混 合 し て 混 錬 し 、 不 活 性 ガ ス 中
７ ０ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ０ ℃ で 一 次 焼 成 し た 後 、 １ ０ ０ メ ッ シ ュ 以 下 に 粉 砕 し て 炭 化 粉 末 と し 、
当 該 炭 化 粉 末 と 熱 硬 化 性 樹 脂 を 混 合 し て 混 錬 し 、 圧 力 ２ ０ ～ ３ ０ で 加 圧 成 形 し た
後 、 成 形 体 を 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 で 再 び １ ０ ０ ℃ ～ １ １ ０ ０ ℃ で 熱 処 理 し た 多 孔 質 ベ ア リ
ン グ 転 動 体 用 材 料 。
（ ２ ）  熱 硬 化 性 樹 脂 が 、 フ ェ ノ ー ル 系 樹 脂 、 ジ ア リ ー ル フ タ レ ー ト 系 樹 脂 、 不 飽 和 ポ リ
エ ス テ ル 系 樹 脂 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 系 樹 脂 、 ト リ ア ジ ン 系 樹 脂 か ら 選 ば れ る 1
種 又 は ２ 種 以 上 で あ る 上 記 記 載 さ れ た 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
（ ３ ）  脱 脂 ぬ か と 熱 硬 化 性 樹 脂 の 混 合 割 合 が 、 重 量 比 で 、 ５ ０ ～ ９ ０ ： ５ ０ ～ １ ０ で あ
る 上 記 又 は 上 記 に 記 載 さ れ た 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
（ ４ ）  炭 化 粉 末 と 熱 硬 化 性 樹 脂 の 混 合 割 合 が 、 重 量 比 で 、 ５ ０ ～ ９ ０ ： ５ ０ ～ １ ０ で あ
る 上 記 な い し 上 記 の い ず れ か ひ と つ に 記 載 さ れ た 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用
材 料 。
（ ５ ）  炭 化 粉 末 の 粒 径 が ５ ０ ～ ２ ５ ０ μ mで あ る 上 記 な い し 上 記 の い ず れ か
ひ と つ に 記 載 さ れ た 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。

脱 脂 ぬ か と 混 合 す る 熱 硬 化 性 樹 脂 が 液 体 状 で あ り 、 炭 化 粉 末 と 混 合 す る 熱 硬 化 性 樹
脂 が 固 体 状 で あ る 上 記 な い し 上 記 の い ず れ か ひ と つ に 記 載 さ れ た 多 孔 質 ベ ア
リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
（ ７ ）  炭 粉 末 の 一 部 を 、 Si 3 N 4 ,ZiO 2 ,Al 2 O 3 ,SiC,BN,WC,TiC,サ イ ア ロ ン か な ら る 群 れ よ
り 選 ば れ る セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 で 置 き か え る 上 記 な い し 上 記

の い ず れ か ひ と つ に 記 載 さ れ た 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
（ ８ ）  炭 粉 末 と セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 の 比 が 、 重 量 比 ５ ～ ９ ５ ： ９ ５ ～ ５ で あ る 上 記

記 載 の 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 。
（ ９ ）  米 ぬ か か ら 得 ら れ る 脱 脂 ぬ か と 、 熱 硬 化 性 樹 脂 を 混 合 し て 混 錬 し 、 不 活 性 ガ ス 中
７ ０ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ０ ℃ で 一 次 焼 成 し た 後 、 １ ０ ０ メ ッ シ ュ 以 下 に 粉 砕 し て 炭 化 粉 末 と し 、
当 該 炭 化 粉 末 と 熱 硬 化 性 樹 脂 を 混 合 し て 混 錬 し 、 圧 力 ２ ０ ～ ３ ０ で 加 圧 成 形 し た
後 、 成 形 体 を 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 で 再 び １ ０ ０ ℃ ～ １ １ ０ ０ ℃ で 熱 処 理 し た 後 、 徐 冷 す る
多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 の 製 造 方 法 。
（ １ ０ ） 徐 冷 速 度 が ５ ０ ０ ℃ ま で は 、 １ ～ ４ ℃ ／ 分 で あ る 上 記 に 記 載 し た 多 孔 質 ベ
ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 の 製 造 方 法 。
（ １ １ ） 一 次 焼 成 を ロ ー タ リ ー キ ル ン で 行 う 上 記 又 は 上 記 記 載 の 多 孔 質 ベ
ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 の 製 造 方 法 。
（ １ ２ ） 不 活 性 ガ ス が 窒 素 ガ ス で あ る 上 記 な い し 上 記 の い ず れ か ひ と つ に
記 載 し た 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 の 製 造 方 法 。
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【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ 実 施 例 ） 本 発 明 を 実 施 例 に 基 づ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 の 製 造 方 法 の 例 １ ～ 7米 ぬ か か ら 得 ら れ る 脱 脂 ぬ か ５ ５ ～
７ ５ ｇ と 液 体 状 の フ ェ ノ ー ル 樹 脂 （ レ ゾ ー ル ） １ ５ ～ ４ ０ ｇ を 、 ５ ０ ℃ ～ ６ ０ ℃ に 加 熱 し
な が ら 、 混 合 し て 混 錬 し た 。 可 塑 性 を 有 す る 均 質 な 混 合 物 が 得 ら れ た 。 混 合 物 を 、 ロ ー タ
リ ー キ ル ン を 使 っ て 窒 素 雰 囲 気 中 で 、 ８ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ℃ で ６ ０ ～ ７ ０ 分 焼 き 上 げ た 。 得
ら れ た 炭 化 焼 成 物 を 、 粉 砕 機 を 用 い て 粉 砕 し 、 つ い で １ ０ ０ メ ッ シ ュ の 篩 に か け て 、 粒 径
が ５ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｍ で あ る 炭 化 粉 末 を 得 た 。 得 ら れ た 炭 化 粉 末 ７ ５ ｇ 又 は 炭 化 粉 末 ４ ５ ～
７ ０ ｇ と セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 の １ 種 又 は ２ 種 １ ０ ～ ４ ０ ｇ と 固 体 状 の 熱 硬 化 型 フ ェ ノ ー ル 樹
脂 （ レ ゾ ー ル ） １ ５ ～ ２ ５ ｇ と を １ ０ ０ ℃ ～ １ ５ ０ ℃ に 加 熱 し な が ら 、 混 合 し て 混 錬 し た
。 可 塑 性 を 有 す る 均 質 な 混 合 物 が 得 ら れ た 。 製 造 方 法 の ４ は 、 炭 化 粉 末 ４ ５ ｇ 、 粒 径 が ２
～ ３ μ ｍ の 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 ３ ０ ｇ 及 び 熱 硬 化 性 樹 脂 （ レ ゾ ー ル ） を ２ ５ ｇ 、 製 造 方 法 ５ は
、 炭 化 粉 末 ５ ５ ｇ 、 粒 径 が ２ ～ ３ μ ｍ 炭 化 珪 素 粉 末 ２ ０ ｇ 及 び 熱 硬 化 性 樹 脂 （ レ ゾ ー ル ）
を ２ ５ ｇ 、 製 造 方 法 ６ は 、 炭 化 粉 末 ７ ０ ｇ 、 粒 径 が ２ ～ ３ μ ｍ 窒 化 ホ ウ 素 粉 末 １ ０ ｇ 及 び
熱 硬 化 性 樹 脂 （ レ ゾ ー ル ） を ２ ０ ｇ 、 製 造 方 法 ７ は 、 炭 化 粉 末 ４ ５ ｇ 、 粒 径 が ２ ～ ３ μ ｍ
窒 化 ホ ウ 素 粉 末 ２ ０ ｇ 、 同 炭 化 珪 素 ２ ０ ｇ 、 熱 硬 化 性 樹 脂 （ レ ゾ ー ル ） １ ５ ｇ を そ れ ぞ れ
用 い た 。 次 い で 、 可 塑 物 を 圧 力 ２ ２  で 転 動 体 の 形 に 加 圧 成 形 し た 。 金 型 の 温 度 は １
５ ０ ℃ で あ っ た 。 金 型 か ら 成 形 体 を 取 り 出 し 、 窒 素 雰 囲 気 中 で ５ ０ ０ ℃ ま で は １ ℃ ／ 分 の
昇 温 速 度 で 温 度 を 上 げ 、 ５ ０ ０ ℃ で ６ ０ 分 間 保 持 し 、 ９ ０ ０ ℃ で 約 １ ２ ０ 分 燒 結 し た 。 次
い で ５ ０ ０ ℃ ま で は ２ ～ ３ ℃ ／ 分 の 冷 却 速 度 で 、 温 度 を 下 げ 、 ５ ０ ０ ℃ 以 下 に な る と 自 然
放 冷 し た 。 表 １ に 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 の 製 造 方 法 の 条 件 を 示 す 。
 
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製 造 例 １ ～ 7で 得 ら れ た 、 多 孔 質 ベ ア リ ン グ 転 動 体 用 材 料 の 特 性 を 実 施 例 と し て 表 ２ に 示
す 。 さ ら に 、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圧 縮 強 度 は 、 直 径 ５ ｍ ｍ × 高 さ １ ２ ． ５ ｍ ｍ の 円 柱 状 試 験 片 で 試 験 し た 。 油 保 持 性 は 、 試
料 に 潤 滑 油 を 脱 気 含 浸 後 、 １ １ ５ ０ ｒ ｐ ｍ ， ４ ５ 秒 間 遠 心 分 離 し 、 試 料 に 対 す る 分 離 さ れ
た 潤 滑 油 の 重 量 で 示 し た 。 吸 水 率 は 、 試 料 を １ ５ ０ ℃ で ６ 時 間 加 熱 し 、 真 空 デ シ ケ ー タ で
２ ０ 時 間 処 理 し た 後 、 常 温 の 室 内 で ７ ２ 時 間 放 置 し て 測 定 し た 。
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